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⽂部科学省COI( Center of Innovation )プログラムとは

プログラムの特徴プログラムの特徴

人が変わる。社会が変わる。新しい未来を作りたい。

バックキャスト型

アンダー
ワンルーフ

企業や大学だけでは実現できない革新的な研究開発に

産官学一体となって取り組む拠点を形成する

社会のあるべき姿を出発点として取り組むべき

研究開発課題を設定し社会実装する

１０年後の社会像を見据えて（2013～2021年度 9年間）

‘13/11 ‘16/4 ‘19/4 ‘22/3現在

ﾌｪｰｽﾞ１ ﾌｪｰｽﾞ３

基礎研究 社会実装

研究推進機構
着実な社会実装のため企業所属者：プロジェクトリーダー

大学等研究機関所属者 ：リサーチリーダー

ﾌｪｰｽﾞ２
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名古屋⼤学COIの⽬指すビジョン

人がつながる “移動”イノベーション拠点

～高齢者が元気になるモビリティ社会～

高齢者の社会参加を
促進し､元気な日本へ

“移動”が人･社会を変える

高齢者が自らの意思で
いつでもどこでも移動

元
気

活
力

全ての人が地域差･個人差なくいつまでも
社会の現役として活躍できる社会

絆

モビリティ

絆・元気・活力 社会参加
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⾼齢者が元気になるモビリティ社会

⽬指す社会の共有化と研究開発の具体化を⽬的に
ビジョン図と動画を作成（作成過程の議論が重要）

ビジョンの具体化と共有化

拠点動画の作成拠点動画の作成

ビジョン図の作成ビジョン図の作成

⼈がつながる “移動”イノベーション拠点
研究開発内容を反映した拠点名に変更



安⼼・安全に使える⾞と運転⽀援

お出かけしたくなるような⾝体と気持ち 共助と⾃尊⼼が⽣まれる場と仕組

拠点の「⽬指すべき将来の姿」の設定

⽇々の健康 社会参加

⾃由な移動

⾼齢者が元気になるモビリティ社会
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モビリティ
研究

トヨタ⾃動⾞
豊⽥中央研究所
愛知県
名古屋市
産業技術総合研究所
東京農⼯⼤学
愛知県⽴⼤学

AGC
くらし・健康

基盤研究

人がつながる “移動”イノベーション拠点人がつながる “移動”イノベーション拠点

パナソニック

協調領域
研究

（構造化チーム）
政策研究⼤学院⼤学
東京⼯業⼤学

MOU締結機関（５企業､６大学･研究機関､５自治体）によるｱﾝﾀﾞｰﾜﾝﾙｰﾌ体制MOU締結機関（５企業､６大学･研究機関､５自治体）によるｱﾝﾀﾞｰﾜﾝﾙｰﾌ体制

豊⽥市
春⽇井市
幸⽥町

情報通信
基盤研究 KDDI総合研究所
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サステナブル
基盤研究

森川⾼⾏RL
（名古屋⼤学）

畔柳滋PL
（トヨタ⾃動⾞）

佐宗章弘副総⻑
（産学官連携担当）
（名古屋⼤学）

アンダーワンルーフによる研究開発体制



本
格
的
産
学
連
携
は
最
重
要
ア
ジ
ェ
ン
ダ

イノベーションへの貢献と
社会的価値の創出

COIが貢献

産学官連携研究拠点

産学共創の⼈材育成

名古屋⼤学の重点施策
~世界屈指の研究⼤学に~
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名古屋大学COIの取組は大学改革の中核を担う



名古屋⼤学COI (2013.11採択)
産学官連携による⾰新的イノベーション創出プログラム

部局・研究領域を横断する
異分野融合と産学連携を⾏う部局相当の産学官連携拠点

未来社会創造機構（2014.4 COIを契機に設置）

アンダーワンルーフ
による産学官の活動拠点︓NIC

研究推進機構 産学官連携研究開発拠点

機構⻑(副総⻑)

名古屋⼤学 未来社会創造機構

ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ推進室（OI推進室）

社会ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝ学ｾﾝﾀｰ（SIDC）

モビリティ社会研究所（GREMO）
ナノライフシステム研究所

マテリアルイノベーション研究所

産学協同研究センター/部⾨

分野横断型の研究開発から社会実装、⼈材育成
を推進できる拠点へと発展

COIの経験

モビリティ社会研究所（2019.4）

ナノライフシステム研究所（2018.10）
Society 5.0実現に貢献する

イノベーションと社会的価値の創造
医⼯を超える分野融合研究と本格的産学連携、分野融合・国際連携
教育と⼈材育成、臨床研究などの社会実装プラットフォーム

ヒューマン・セントリック・モビリティ
⼈間中⼼の視点から学際的な研究・実証、博⼠課程⼈材の育成・社会⼈

のリカレント教育を推進

⼈・社会の学際研究
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社会的評価

法制度整備

インテレクチャルガラス

歩⾏トレーニング
ロボット

循環型健康寿命延伸
プログラム

モビリティブレンド

ゆっくり⾃動運転
Level 3

運転⽀援・⾃動運転の基盤技術
（パーソナルモビリティで採⽤）

⾼齢者運転
データセット

運転⽀援システム

運転⾒守り＆振り返りシステム

名⼤COIの成果 社会実装を⽬指した研究開発

COI開始から⻑きわたるプログラムのおかげで
アンダーワンルーフの産学官⺠連携による
研究開発活動の推進体制と関係が構築



モビリティイノベーションシリーズ１
モビリティサービス＜森川・⼭本＞

モビリティイノベーションシリーズ２
⾼齢社会における⼈と⾃動⾞＜⻘⽊・上出・⾚松＞

モビリティイノベーションシリーズ３
つながるクルマ ＜河⼝・⾼⽥・佐藤＞

モビリティイノベーションシリーズ４
⾞両の電動化とスマートグリッド＜鈴⽊・稲垣＞

モビリティイノベーションシリーズ５
⾃動運転＜⼆宮・武⽥＞

・移動とは何かという本質と歴史からとらえ
・現在の移動の⼤半をまかなう⾞に焦点を当て
・⾞のCASE化それぞれに⼀巻を割き
・⾞を使う⼈・社会の視点も重視
～モビリティイノベーションシリーズを企画～

CASE時代を切り開くテキスト 「モビリティイノベーションシリーズ」

People
&

Society
⼈と社会
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モビリティイノベーションシリーズ
全5巻発⾏

名⼤COIの成果 統合学理の構築
COIプログラムによる研究開発によって、細分化された学問ではなく、
社会⽬的指向、システム思考、社会科学や医学との融合・連携による

“移動”研究の統合学理を構築



推進協議会（両機関の幹部会）

【両者のメリット】
・研究の進捗管理等のマネジメント
・適正な営業秘密管理

【企業側のメリット】
・⼤学の研究成果のコミットメント
・費⽤の可視化

【⼤学側のメリット】
・教員の参画度合いに応じた適切な
資⾦確保

《 特 徴 》

⼤学の変化 本格的産学連携の制度整備
COIの経験を参考にした本格的産学連携に向けた制度事例

《指定共同研究制度》

明確なゴール設定（研究開発成果）と
それに向かうための、

両者の継続的なコミットメントを実現
11



AGCと包括連携協定を
締結による連携強化

AGCのニーズと名古屋⼤学の基盤技術を融
合し、テーマ探索から社会実装までの⼀気通
貫型の新たな産学連携の取組みを強化する
ため包括連携協定を締結

・COI参画を機に
「AGC産学協同研究部⾨」を設置

・医⼯連携を軸としたライフサイエンス領域
で分野横断的な連携を推進

幅広い領域の共同研究を通じた
研究成果を創出

⼤学の変化 本格的産学連携
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企業・⾏政名古屋⼤学

若⼿特任教員とURAをメンバーとした会議体
（COI-タクティクスコミッティ）を設置

研究室の垣根を超え、研究開発活動や
拠点運営を議論し、将来のリーダー候補を育成

若手特任教員・URA

研究から事業化までを橋渡しとマネジメントできる⼈材が育成

次期産学官連携拠点の推進⼒となる若⼿が 企業、⾃治体に⼊り込み、
研究開発と企業・⾃治体の事業・実務をつなぐｹﾞｰﾄｷｰﾊﾟｰ として活躍

パナソニック技術者が名⼤
に常駐し、研究開発を推進

トヨタ⾃動⾞（研究所）に
若⼿研究者が⼀時的に常駐
し、共同研究を深化

⼈の変化 産学官連携の橋渡し⼈材の育成
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地⽅都市モデル
モデルコミュニティ

ニュータウンモデル中⼭間地域モデル
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実証実験
技術･仕組

社会課題解決を⽬指す地域『モデルコミュニティ』を構築
地域の社会課題

社会課題に対応する産学官連携による地域イノベーション

社会の変化 地域実証から始まるイノベーション

地域イノベーション



中⼭間地域・ニュータウン・地⽅都市を抱える⾃治体⾏政計画に
位置づけられた施策の実現に向けて、地域住⺠と共に実証を推進

⾼齢になっても、⾃らの意思で
いつでもどこでも移動できる社会の実現

ニュータウンモデル (⾼蔵寺NT)

地⽅都市モデル (幸⽥町)

「幸⽥町都市交通マスタープラン」
に位置付けられ実証を推進

⾼蔵寺リ・ニュータウン計画、⾼蔵
寺ニューモビリティタウン構想に位
置づけられ実証を推進

豊⽥市公共交通基本計画、豊
⽥市交通まちづくり⾏動計画
(2016-2020)に位置づけられ
実証を推進

15

社会の変化 地域実証から始まるイノベーション

中⼭間地域モデル(⾜助･旭)
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中山間地域、オールドニュータウン、地方都市など公共交通が
不便な地域を主な対象とするモビリティサービス
中山間地域、オールドニュータウン、地方都市など公共交通が
不便な地域を主な対象とするモビリティサービス

• 地域の既存交通手段と、新規に導入する手段をブレンドして、
利便性の向上と選択肢の多様化を図る

– 新規導入手段には、CASE型移動を活用（ライドシェア、自動運転など）

• 高齢化・過疎化・運転手不足など地域の条件に合わせて、
CASE型モビリティを組合わせる

CASE型モビリティの導入により、低コストで、サービスを向上
させながら、Disruptive（破壊的）でない地域交通システムの
Innovation（革新）を実現

CASE型モビリティの導入により、低コストで、サービスを向上
させながら、Disruptive（破壊的）でない地域交通システムの
Innovation（革新）を実現

既存手段 CASE型移動 既存手段 CASE型移動・・・・・

社会の変化 地域実証から始まるイノベーション
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マイカー相乗り

集落の拠点集落の拠点地区の拠点地区の拠点 住居住居
地域バス

タクシー相乗り

病院 役所 スーパー

基幹バス
（中心市街地へ） 医療･診察

健康教室
各種⼿続き
⽂化教室 買い物 タクシー

自動運転

たすけあいカー タクシム

モビリティセンター（MC）
• 病院・スーパーなどの広域目的施設と
交通結節点

• 広域のお出かけ促進イベント

モビリティスポット（MS）
• 集会所・コンビニなどの狭域目的
施設と狭域交通の乗換地点

• 狭域のお出かけ促進イベント

高齢者の自宅
• タブレットなどを
使った健康見守り
や移動リクエスト

ゆっくり⾃動運転

集会 移動販売

マイカー相乗り

たすけあいカー

集会所

地域中核病院・スーパーなど 集会所・簡易乗換所など

自動運転

ゆっくり⾃動運転

専用タブレットを配布 地域ICカードによる
地域ポイント決済

社会の変化 地域実証から始まるイノベーション
持続可能なモビリティ社会を⽀える仕組み「モビリティブレンド」



18⼩学⽣が書いた絵でラッピングした⾞両

地域住⺠と地域の関
係機関（商⼯会、福
祉センター、観光協
会や⼩中学校）と連
携した活動を推進

社会の変化 地域実証から始まるイノベーション

稲武地区

愛知県豊⽥市稲武地区での取組み
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春⽇井市
近未来技術

地域実装協議会

地⽅公共団体

⼤学 国

⺠間事業者

地域住⺠
推進体制

社会の変化 地域実証から始まるイノベーション

春⽇井市近未来技術地域実装協議会

⾼蔵寺ニュータウンにおける
ニューモビリティタウン構想の実現

◆ 厚⽣労働省との連携
『⽼⼈保健健康増進等事業』に選定（2018、2019）

◆ 内閣府との連携
『近未来技術等社会実装事業』（14事業）に選定（2018）

◆ 国⼟交通省との連携
『⽇本版MaaS推進・⽀援事業』（38地域）
に選定（2020)

『スマートシティモデル事業』
（先⾏ﾓﾃ゙ ﾙﾌ゚ ﾛｼ゙ ｪｸﾄ15事業）に選定（2019）

◆ 経済産業省との連携
『ｽﾏー ﾄﾓﾋ゙ ﾘﾃｨﾁｬﾚﾝｼ゙ 』（28事業）に選定（2019）

◆ 地⽅創⽣推進交付⾦
「Society5.0タイプ」採択（2020）

◆ 名⼤COI参画（2018）

名古屋⼤学森川教授を座⻑に、国・⾃治体・
企業が参画し、⾼蔵寺ﾆｭｰﾀｳﾝの課題解決に向
けての取組

「連携と協⼒に関する協定」を締結（2021年）

愛知県春⽇井市
⾼蔵寺ニュータウンでの取組み
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社会の変化 地域実証から始まるイノベーション
⾼齢者が気軽に外出できるまちづくりを⽬指し、⾏政、交通事業者、地域
団体、住⺠と協議したモビリティサービスを設計



⾼齢化したニュータウンの再⽣モデル
（リ・ニュータウン）として春⽇井市と連
携し、ニュータウン型モビリティまちづくりを
⾼蔵寺ニュータウンで推進

中部先進モビリティ実装プラットフォーム
（Chubu Advanced Mobility Implementation Platform, CAMIP）
・中部圏における⾃動⾞CASE⾰命を地域に実装し、その価値を社会に還元すると共に、産業振興と研究開発の促進させるため
の産学官のﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑを構築。
・中部経済連合会所属の企業、中部圏の⾃治体や⼤学・研究機関が連携してﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄにおける組織ﾏｯﾁﾝｸﾞやﾓﾋﾞﾘﾃｨ共通基
盤の開発を⾏う。
・中部先進ﾓﾋﾞﾘﾃｨ実装ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ幹事役は、中部経済連合会及び名古屋⼤学未来社会創造機構ﾓﾋﾞﾘﾃｨ社会研究所が担う。

中部経済連合会と連携したプラットフォーム

森川教授 中部経済連
合会会⻑ 松尾総⻑ 中部経済連

合会副会⻑

中部先進モビリティ実装プラットフォーム キックオフイベント
（2021年5⽉20⽇）
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⾼齢になっても､⾃らの意思でいつでもどこでも元気に移動できる

社会実装 拠点形成
⼈がつながる “移動”イノベーション拠点

“笑顔”のために


